
１
月
26
～
27
日
の
２
日
間
、
熊
本

市
食
品
交
流
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
林
野
庁
を
は
じ
め
近
畿
中

国
局
・
北
海
道
局
・
森
林
総
合
研
究

所
九
州
支
所
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、

「
第
２
回
シ
カ
捕
獲
業
務
検
討
会
」

を
開
催
。
局
・
署
職
員
な
ど
約
１
２

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
カ
の
採
餌
な
ど
に
よ

る
農
林
業
被
害
や
森
林
生
態
系
、
生

物
多
様
性
へ
の
影
響
が
全
国
的
に
深

刻
と
な
っ
て
い
る
現
状
の
中
、
局
・

署
等
が
一
体
と
な
り
、
シ
カ
捕
獲
の

知
識
と
技
術
を
集
結
さ
せ
、
シ
カ
捕

獲
技
術
・
捕
獲
効
率
の
向
上
と
、
情

報
や
技
術
・
知
識
を
関
係
者
が
共
有

す
る
事
を
目
的
に
、

各
森
林
管
理
署
等

で
行
っ
て
い
る
シ

カ
捕
獲
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
報

告
お
よ
び
意
見
交

換
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

検
討
会
で
は
、

ま
ず
、
平
之
山
俊

作
九
州
森
林
管
理

局
長
お
よ
び
林
野

庁
経
営
企
画
課
鈴

木
正
勝
企
画
官
よ

り
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
「
シ
カ

捕
獲
と
自
然
の
恵

み
を
ど
う
生
か
す

か
」
と
題
し
、
宮

崎
大
学
農
学
部
細

川
吉
晴
教
授
よ
り

講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

各
局
署
か
ら

は
、
①
管
内
に

お
け
る
シ
カ
被

害
の
現
状
と
対
策
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
指
導
普
及
課
）
②
箱
罠
の

捕
獲
実
績
と
網
箱
罠
の
開
発
の
経
緯

に
つ
い
て
（
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
）

③
シ
カ
被
害
の
現
状
、
く
く
り
罠
に

よ
る
捕
獲
、
シ
カ
ネ
ッ
ト
設
置
箇
所

で
の
捕
獲
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
宮
崎
北
部
署
）
④
各
種
く
く
り
罠

の
検
証
と
改
善
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
（
都
城
支
署
）
⑤
シ
カ
捕
獲
効

率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
罠
の
設
置

方
法
、
場
所
、
餌
の
工
夫
に
よ
る
効

果
的
な
誘
引
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
屋
久
島
署
）
⑥
シ
カ
対
策
を
「
最

重
点
課
題
」
と
位
置
づ
け
た
取
組
の

内
容
に
つ
い
て
、
お
よ
び
シ
カ
ネ
ッ

ト
に
変
わ
る
「
三
本
巣
植
造
林
に
よ

る
膝
下
刈
」
な
ど
の
事
例
（
大
分
西

部
署
）
⑦
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
シ

カ
の
行
動
把
握
と
猟
友
会
と
の
協
定

に
よ
る
シ
カ
捕
獲
の
取
組
に
つ
い
て

（
鹿
児
島
署
）
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
い
た
だ
い
た
北
海
道
局

か
ら
は
囲
い
罠
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
の

概
要
と
ハ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
た
シ

カ
捕
獲
の
実
績
に

つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
意
見
交

換
で
は
、
皆
さ
ん

実
際
に
現
場
で
シ

カ
捕
獲
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
事
か

ら
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
、
シ
カ

捕
獲
に
関
す
る
情
報
や
技
術
・
知
識

の
共
有
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

最
後
に
、
宮
城
勇
朗
計
画
部
長
よ

り
全
体
を
と
お
し
た
講
評
を
い
た
だ

き
、
盛
況
の
内
に
２
日
間
に
わ
た
る

検
討
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）
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第２回シカ捕獲業務検討会に局・署職員120人が参加＝熊本市食品交流会館

講演する宮崎大学細川吉晴教授

意見交換の場で質問をする参加者



【
熊
本
森
林
管
理
署
】
金
峰
山
の

平
山
国
有
林
で
熊
本
市
立
若
葉
小
学

校
の
児
童
90
人
を
対
象
に
森
林
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
肌
寒
い
天
候
の
中
、

児
童
ら
は
、
保
育
間
伐
と
枝
打
作
業

を
体
験
。
枝
打
作
業
で
は
、
枝
が
落

ち
る
度
に
歓
声
が
上
が
り
、
間
伐
作

業
で
は
、
恐
る
恐
る
ノ
コ
を
使
用
し
、

木
が
倒
れ
る
瞬
間
は
、
感
動
と
達
成

感
で
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。
児
童

た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
し

た
が
、
全
員
が
積
極
的
に
取
り
組
み
、

森
林
を
育
て
る
大
切
さ
、
大
変
さ
を

体
験
で
き
た
有
意
義
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
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石
堂
山
と
言
え
ば
宮
崎
県
西
米
良

村
の
九
州
中
央
山
地
に
聳
え
る
標
高

１
５
４
７
㍍
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
知
名
度
は
低
い
で
す
が
、
当
署

管
内
に
も
紫
尾
山
の
北
東
部
に
標
高

６
０
０
・
１
㍍
の
「
石
堂
山
」
が
あ

り
、
今
回
、
こ
の
石
堂
山
を
通
り
出

水
市
と
宮
之
城
町
（
現
在
さ
つ
ま
町
）

を
結
ん
で
い
た
古
道
、
「
殿
道
」
を

紹
介
し
ま
す
。

「
殿
道
」
は
、
藩
政
時
代
に
殿
様

が
参
勤
交
代
の
折
り
に
利
用
し
た
と

の
由
来
が
残
っ
て
い
る
旧
街
道
で
す
。

明
治
10
年
の
西
南
の
役
の
際
に
も

利
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
「
殿
様

道
」
、
「
殿
様
道
路
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
伊
能
忠
敬
の
地
図
の

模
写
（
衝
立
）
に
は
、
本
道
の
ル
ー

ト
が
入
っ
て
お
り
出
水
市
と
宮
之
城

町
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

当
道
路
は
、
出
水
市
の
麓
を
起
点

に
小
松
を
抜
け
君
名
川
へ
、
そ
こ
か

ら
野
坂
国
有
林
、
紫
尾
山
国
有
林
の

稜
線
沿
い
に
走
り
石
堂
山
を
通
り
、

出
水
市
か
ら
宮
之

城
町
ま
で
の
道
路

で
す
。
実
在
す
る

部
分
は
延
長
７
キ

ロ

余

り

の

道

路

（
幅
１
㍍
程
度
）
で
、
国
道
３
２
８

号
線
を
出
水
市
か
ら
定
之
段
を
過
ぎ
、

さ
つ
ま
町
へ
向
か
う
坂
道
の
途
中
左

側
に
広
域
林
道
北
薩
１
号
線
が
入
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
入
り
口
か
ら
約

２
・
３
キ
ロ
山
間
部
に
進
ん
だ
と
こ

ろ
に
、
「
殿
道
の
由
来
」
と
表
示
さ

れ
た
看
板
が
立
っ
て
い
ま
す
。

「
殿
道
」
途
中
の
国
有
林
に
は
、

「
桶
ノ
谷
植
物
群
落
保
護
林
」
が
あ

り
、
樹
齢
１
０
０
年
生
の
ス
ギ
や
カ

シ
、
シ
イ
類
の
針
広
混
交
林
の
林
分

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
林
内
に
は
希
少

種
の
「
ヒ
ノ
タ
ニ
シ
ダ
」
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
平
成
３
年
３
月
31
日
に
、

学
術
研
究
な
ど
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
植
物
群
落
保
護
林
と
し
て
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
定
之
段
川
の
源
流
と
な
る

清
水
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
外
、
国

有
林
内
稜
線
途
中
の
平
四
郎
山
か
ら

は
、
国
道
３
２
８
号
線
の
豊
か
な
森

林
と
渓
流
、
出
水
市
内
が
遠
望
で
き

見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
古
き
時
代
に
思
い
を
馳

せ
ご
家
族
で
訪
ね
て
み
ら
れ
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

北
薩
森
林
管
理
署

出
水
森
林
事
務
所

首
席
森
林
官

森
永
敏
朗

（上）出水市とさつま町を結んでいる「古道」の状況

（下）広域林道北薩1号線の途中に設置された「殿道由来」の看板

ノ
コ
を
使
用
し
間
伐
体
験
を
す
る
児
童

ら
＝
熊
本



平
成
24
年
１
月
24
日
・
25
日
の
２

日
間
、
九
州
森
林
管
理
局
林
政
記
者

ク
ラ
ブ
６
社
（
林
材
、
林
業
、
日
刊

木
材
、
林
経
、
ザ
イ
モ
ク
、
西
日
本

林
材
）
に
よ
る
現
地
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
お
よ
び
国
有
林
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た

も
の
。
平
之
山
俊
作
局
長
ら
が
長
崎

県
対
馬
市
の
森
林
・
林
業
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
現
地
を
案
内
し
ま

し
た
。

１
日
目
は
、
間
伐
材
や
製
材
の
副

産
物
な
ど
を
活
用
し
、
ラ
ミ
ナ
ー
用

材
や
燃
料
用
チ
ッ
プ
と
し
て
生
産
し

て
い
る
対
馬
資
源
開
発
協
業
体
を
視

察
。
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
豆
酘
龍
良
山
自
然
保
護
林

で
は
胸
高
直
径
１
㍍
を
超
え
る
ス
ダ

ジ
イ
な
ど
照
葉
樹
林
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
森
林
官
の
説
明
に
記
者
ら

は
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
絶

滅
の
恐
れ
の
あ
る

ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

な
ど
の
保
護
・
増

殖
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
対
馬
野
生
生
物
保
護
セ

ン
タ
ー
を
視
察
。
生
息
圏
周
辺
に
お

け
る
広
葉
樹
の
造
成
や
食
餌
植
物
の

保
護
・
増
殖
活
動
な
ど
国
有
林
の
取

り
組
み
に
関
心
を
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
対
馬
流
域
森
林
共
同
施

業
団
地
の
取
組
状
況
や
島
外
出
荷
な

ど
の
取
組
現
状
に
つ
い
て
視
察
。
各

社
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
、
国
有
林
の
取
り
組
み
に
理

解
を
深
め
ら
れ
た
現
地
視
察
と
な
り

ま
し
た
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
大
隅
森
林
管
理
署
】
曽
於
市
財

部
町
に
位
置
す
る
伊
良
ヶ
谷
国
有
林

内
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県
や
森
林
組

合
、
林
業
事
業
体
な
ど
70
人
が
参
加

し
、
森
林
作
業
道
現
地
検
討
会
を
行

い
ま
し
た
。
当
署
職
員
を
講
師
に
、

公
民
館
で
森
林
作
業
道
の
路
線
の
設

計
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
保
育
間
伐
請
負
実
行

中
の
現
場
で
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
昨
設

の
手
順
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
開
設

ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
た
説
明
を
行
い
、

参
加
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
は
各
事
業
体
が
各
現

場
で
技
術
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
検
討
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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私
は
山
が
好
き
で
よ
く
出
か
け
ま

す
。
大
崩
山
を
は
じ
め
祖
母
山
、
傾

山
、
五
葉
岳
、
夏
木
山
な
ど
主
に
宮

崎
県
北
部
の
山
を
バ
イ
ク
で
訪
ね
る

の
が
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。先

日
、
宮
崎
県
北
部
の
大
崩
山
を

訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
帰
路
、
国
道
３

２
６
号
線
を
下
赤
に
向
か
う
途
中
、

オ
ノ
ツ
ヤ
谷
で
大
規
模
な
ス
ギ
林
の

伐
採
現
場
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
道
路

の
東
側
斜
面
は
広

範
囲
に
伐
採
さ
れ
、

数
本
に
束
ね
ら
れ

た
ス
ギ
が
ワ
イ
ヤ
ー

の
架
線
で
搬
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
は
長
い

ス
パ
ン
が
張
り
め
ぐ
ら
せ
て
い
て
、

そ
の
作
業
光
景
は
壮
観
で
、
つ
い
つ

い
半
日
ほ
ど
拝
見
し
て
い
ま
し
た
。

「
谷
に
な
っ
た
処
は
小
川
が
流
れ

て
い
て
山
林
は
水
瓶
な
ん
だ
な
ぁ
！

出
荷
ま
で
の
作
業
は
機
械
化
さ
れ
数

名
で
作
業
し
て
る
ん
だ
ぁ
！
山
肌
は

30
年
振
り
の
太
陽
の
光
を
浴
び
喜
ん

で
い
る
様
だ
ぁ
・
・
・
」
な
ど
と
想

像
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
跡
地
の
植
林
計
画

は
ど
ん
な
樹
木
を
植
え
る
の
だ
ろ
う
？

ス
ギ
で
は
な
く
、
宮
崎
県
中
央
部
に

あ
る
綾
地
区
の
様
な
豊
か
な
広
葉
樹

の
森
林
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
と
、
将

来
の
林
層
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。

登
山
し
て
い
る
と
鹿
・
猪
・
猿
に

出
会
い
ま
す
。
楢
（
ナ
ラ
）
、
椚

（
ク
ヌ
ギ
）
が
有
る
森
林
で
は
秋
に

は
紅
葉
が
満
喫
で
き
ま
す
。
ま
た
、

春
に
は
そ
よ
風
に
新
緑
が
ゆ
ら
れ
、

ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
が
き
れ
い

で
心
を
和
ま
し
て

く
れ
ま
す
。

山
や
森
の
た
め

に
、
何
か
貢
献
で

き
な
い
か
と
の
思

い
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
と

こ
ろ
で
が
、
こ
れ
か
ら
も
山
の
自
然

を
訪
ね
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（

宮
崎
県
延
岡
市
在
住
）

田中 紘門さん

現
地
で
開
設
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
検

討
す
る
参
加
者
＝
大
隅

対馬市の森林・林業について取材する一行



平
成
24
年
４
月
に
大
幅
に
区
域
の

拡
大
を
予
定
し
て
い
る
西
表
島
森
林

生
態
系
保
護
地
域
の
適
切
な
保
全
管

理
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
、
西
表
島

森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
委

員
会
が
２
月
３
日
、
沖
縄
県
の
石
垣

市
商
工
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
宮
城
勇
朗
計
画
部
長
が
、

「
西
表
島
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
貴
重
な
森
林
生
態
系
を

多
く
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

将
来
に
わ
た
り
適
切
に
守
っ
て
い
く

た
め
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
座
長
に
芝
正
己
琉
球
大

学
農
学
部
教
授
を
選
出
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

九
州
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
森
林

生
態
系
保
護
地
域
の
区
域
拡
大
の
経

緯
や
区
域
の
概
要
と
課
題
、
保
全
管

理
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
委
員
か

ら
は
、
「
厳
正
な
保
護
を
図
る
べ
き

保
存
地
区
の
拡
大
は
歓
迎
す
る
が
、

西
表
島
横
断
道
の
利
用
者
の
安
全
の

確
保
の
た
め
の
行
為
に
は
配
慮
す
べ

き
。
利
用
者
の
満
足
の
た
め
だ
け
の

無
秩
序
な
利
用
は
控
え
る
べ
き
」
な

ど
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
今
後
も

適
切
な
保
全
管
理
と
利
用
の
た
め
の

検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）

【
宮
崎
森
林
管
理
署
】
２
月
３
日
、

檍
振
興
会
と
の
共
催
で
宮
崎
市
立
潮

見
小
学
校
６
年
生
児
童
１
０
１
人
を

対
象
に
森
林
環
境
教
育
「
お
届
け
講

座
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
署
森
林
ふ

れ
あ
い
係
長
が
、
森
林
の
持
つ
働
き
・

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
つ
い
て
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
。
そ
の
後
、

サ
ク
ラ
や
ヒ
ノ
キ
の
枝
を
使
っ
て
モ
ッ

ク
ン
作
り
や
丸
太
切
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
寒
い
１
日
で
し
た
が
児
童

ら
は
一
生
懸
命
に
鋸
を
引
く
な
ど
額

に
汗
を
流
し
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
、
「
森
林
が

災
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
森
を
育
て
る
の
は
大

変
だ
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
「
お
届

け
講
座
」
と
な
り
ま
し
た
。

【
都
城
支
署
】
当
支
署
と
分
収
造

林
契
約
を
結
ん
で
い
る｢

ニ
ッ
セ
イ

都
城
の
森｣

で
育
樹
祭
が
行
わ
れ
、

ニ
ッ
セ
イ
緑
の
財
団
お
よ
び
ニ
ッ
セ

イ
社
員
な
ど
関
係
者
36
人
が
参
加
。

当
署
か
ら
は
工
藤
孝
支
署
長
を
は
じ

め
４
人
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ニ
ッ
セ
イ
の
森
は
全
国
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
間
伐
を
目
的
と
し
た

育
樹
作
業
は
今
回
が
は
じ
め
て
の
取

り
組
み
で
す
。
参
加
者
は
４
班
に
分

か
れ
間
伐
を
体
験
。
間
伐
し
た
木
は

好
き
な
大
き
さ
に
切
っ
て
持
ち
帰
る

な
ど
、
楽
し
い
体
験
が
出
来
た
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

１
月
19
日
に
宮
崎
県
綾
町
役
場
会

議
室
に
お
い
て
、
綾
の
照
葉
樹
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
綾
川
流
域
照
葉
樹
林

帯
保
護
・
復
元
計
画
）
第
15
回
連
携

会
議
が
、
関
係
機
関
５
者
（
九
州
森

林
管
理
局
、
宮
崎
県
、
綾
町
、
日
本

自
然
保
護
協
会
、
て
る
は
の
森
の
会
）

の
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
平
成
23
年
度
事
業
取
組
・

進
捗
状
況
が
主
な
議
題
で
、
各
事
業

の
現
時
点
の
取
組
状
況
が
説
明
さ
れ

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
綾
町
・
高
年
者
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
く
の
地

域
住
民
な
ど
の
参
加
の
も
と
、
綾
プ

ロ
関
係
機
関
５
者
に
よ
り
事
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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保護区域の拡大について審議する委員の皆さん

森林ふれあい係長の説明に聞き入る児童ら＝宮崎

議題について説明する関係者＝綾町役場 作業終え現地で記念撮影＝都城支署



２
月
１
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

宮
崎
署
係
員

谷
貝
勇
樹
（
林
野
庁
）

【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
屋
久
島

町
立
小
瀬
田
小
学
校
で
、
全
校
児
童

41
人
を
対
象
に
森
林
教
室
を
実
施
。

紙
芝
居
「
森
林
か
ら
の
贈
り
物
」
で

森
林
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
木
の
パ
ズ
ル
作
り
（
低
学

年
）
と
、
本
棚
作
り
（
高
学
年
）
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
初
め
て
手
に
す

る
工
具
に
手
こ
ず
っ
て
い
ま
し
た
が
、

児
童
ら
は
無
事
に
作
品
を
完
成
。
楽

し
い
森
林
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
多
良

木
町
奥
野
の
「
妙
見
野
自
然
の
森
林

展
望
公
園
」
に
お
い
て
、
多
良
木
町
、

久
米
財
産
区
お
よ
び
人
吉
・
球
磨
地

域
緑
の
少
年
団
育
成
連
絡
協
議
会
と

の
共
催
に
よ
り
、
人
吉
球
磨
地
域
植

樹
祭
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
２
７

０
人
が
参
加
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど

の
広
葉
樹
１
０
３
本
の
植
樹
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
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平
成
23
年
８
月
に
屋
久
島
に
赴
任

し
、
九
州
勤
務
と
同
様
に
島
で
の
勤

務
、
生
活
も
初
め

て
と
な
っ
た
。

島
で
の
生
活
は

不
便
と
言
わ
れ
る

が
、
実
際
に
暮
ら
し
て
み
て
、
店
が

少
な
く
閉
店
が
早
い
、
島
の
外
へ
の

移
動
は
船
か
飛
行
機
に
頼
り
運
行
時

間
な
ど
制
約
が
あ
る
、
荒
天
で
船
が

欠
航
す
る
と
食
料
品
な
ど
物
資
が
滞

る
と
い
っ
た
こ
と
は
実
感
し
て
い
る
。

一
方
で
、
島
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
、
島
と
し
て
完
結
し
て
い

る
の
で
環
境
分
野
に
お
い
て
は
、
島

内
で
電
気
自
動
車
の
利
用
が
進
ん
で

い
る
、
島
の
電
力
は
豊
富
な
水
力
を

使
っ
た
発
電
で
か
な
り
が
賄
わ
れ
自

給
で
き
て
い
る
、
ゴ
ミ
の
分
別
や
環

境
美
化
に
つ
い
て
意
識
が
高
い
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、

地
域
で
の
人
の
つ
な
が
り
な
ど
利
点

は
い
く
ら
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

現
在
、
人
工
林
杉
の
利
活
用
、
共

同
施
業
団
地
で
の
路
網
整
備
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
な
ど
、
島
内
外

の
方
、
民
間
の
方

と
も
議
論
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
制
約
が
あ

り
不
便
と
思
わ
れ
が
ち
な
島
の
特
色

を
逆
に
う
ま
く
利
用
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

屋
久
島
森
林
管
理
署
長

米
田

雅
人

林 野庁 ・九 州森 林管 理局 では 、国 有林 の役 割や 現状 をお知 らせ し、 「開 かれ た国 有林」
と し て い く た め 、 森 林 ・ 林 業 や 国 有 林 に 興 味 を 持 た れ る 一 般 の 方 々 か ら ご 意 見 を い た
だく 「国 有林 モニ ター 」 制 度 を 実 施 し て い ま す 。 ハ ガ キ 又 は封 書 に 必 要 事 項 を 記 入 の 上、
下 記 宛 先 ま で ご 応 募 く だ さ い 。 メ ー ル 及 び フ ァ ッ ク ス で も 受 け 付 け て い る ほ か 、 九 州
森 林 管 理 局 ホ ー ム ペ ー ジ で も 国 有 林 モ ニ タ ー の 詳 し い 活 動 を 紹 介 し て お り ま す 。
皆 様 か ら の ご 応 募 を お 待 ち し て お り ま す 。

【 募 集 人 数 】 60名 程 度 （ 平 成 24年 4月 よ り 1年 間 ）
【 依 頼 内 容 】 ① 森 林 ・ 林 業 、 国 有 林 に 関 す る ア ン ケ ー ト

② ご 意 見 等 の 投 稿
③ 国 有 林 モ ニ タ ー 会 議 へ の 出 席 （ 希 望 者 の み ）

【 応 募 資 格 】 九 州 ・ 沖 縄 8県 に お 住 ま い の 20歳 以 上 （ 平 成 24年 4月 1日 現 在 ） の 方 で 、
森 林 林 業 お よ び 国 有 林 に 関 心 を 有 す る 方 。 （ 国 会 及 び 地 方 議 会 の 議 員 、
地 方 公 共 団 体 の 長 及 び 国 家 公 務 員 は 除 く ）

【 応 募 ・ お 問 合 せ 先 】
〒 860－ 0081 熊 本 市 京 町 本 丁 2番 7号
九 州 森 林 管 理 局 企 画 調 整 室 国 有 林 モ ニ タ ー 担 当 （ 氏 橋 、 生 島 ）
Ｔ Ｅ Ｌ ： 096－ 328－ 3512 Ｆ Ａ Ｘ ： 096－ 328－ 3643
E-mail： ky_kikaku@rinya.maff.go.jp

【 必 須 事 項 】 氏 名 （ ふ り が な ） 、 性 別 、 生 年 月 日 、 年 齢 、 職 業 、 住 所 、 郵 便 番 号
電 話 番 号 、 メ ー ル ア ド レ ス （ お 持 ち の 方 ）
国 有 林 モ ニ タ ー を 知 っ た き っ か け （ 具 体 的 に 記 入 ）
国 有 林 モ ニ タ ー に 応 募 さ れ た 理 由 （ 100字 程 度 ）

【 募 集 期 限 】 平 成 24年 2月 29日 （ 水 ） （ 当 日 消 印 有 効 ）
※ ご 応 募 い た だ い た 個 人 情 報 は 、 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 に 従 い 、 適 正 に 取 り 扱
い ま す 。 な お 、 送 付 い た だ い た 申 込 書 は お 返 し し ま せ ん 。

本棚作りに取り組む児童ら＝屋久島

広葉樹の植樹を行う参加者＝熊本南部



【
大
隅
森
林
管
理
署
】
国
有
林
野

ク
リ
ー
ン
活
動
の
一
環
と
し
て
、
鹿

児
島
県
大
崎
町
に
あ
る
海
岸
保
安
林
、

「
く
に
の
松
原
」
に
お
い
て
、
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
大
崎

町
役
場
、
大
隅
素
材
生
産
事
業
協
同

組
合
、
大
隅
森
林
管
理
署
Ｏ
Ｂ
、
巡

視
員
な
ど
45
人
が
参
加
。
松
林
内
に

散
乱
す
る
空
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
一
般
家
庭
ゴ
ミ
や
タ
イ
ヤ
な
ど

軽
ト
ラ
ッ
ク
６
台
分
を
回
収
し
ま
し

た
。

｢

く
に
の
松
原
」
は
保
安
林
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地
域
の

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
者
の
多
い
景

勝
地
で
す
が
、
道
路
沿
を
中
心
に
不

法
投
棄
が
あ
り
、
改
め
て
人
間
の
モ

ラ
ル
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
ク
リ
ー
ン
活
動
の
取
り

組
み
は
、
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
、
不

法
投
棄
防
止
を
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

【
佐
賀
森
林
管
理
署
】
神
埼
市
立

脊
振
小
学
校
で
５
・
６
年
生
児
童
35

人
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ッ
ク
・

リ
ー
フ
と
共
同
に
よ
る
森
林
教
室
を

実
施
。
は
じ
め
に
樹
木
の
種
の
生
き

残
り
戦
略
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

①
風
で
運
ば
れ
る
も
の
②
鳥
や
獣
に

よ
っ
て
運
ば
れ
る
も
の
③
海
流
で
運

ば
れ
る
も
の
な
ど
、
い
ろ
ん
な
種
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
次
に
、
子
孫

を
残
す
た
め
風
で
運
ば
れ
る
翼
を
持
っ

た
種
が
ど
の
よ
う
に
飛
散
す
る
か
を

実
験
し
ま
し
た
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ

う
に
滑
空
す
る
種
、
回
転
し
な
が
ら

落
ち
る
種
な
ど
、
児
童
た
ち
は
、
楽

し
そ
う
に
種
を
飛
ば
し
て
確
認
し
て

い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
、
「
勉
強

に
な
り
、
こ
ん
な
森
林
教
室
も
い
い

で
す
ね
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
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種
名
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ツ
バ
キ
の

ど
ち
ら
で
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
調
査

報
告
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
種
名
を
「
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と

い
う
の
も
元
来
野
生
の
も
の
が
ツ
バ

キ
だ
か
ら
不
必
要
」
（
保
育
社
・
原

色
日
本
植
物
図
鑑
）
の
説
を
と
っ
て

ツ
バ
キ
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

花
弁
が
一
緒
に
散
る
の
が
ツ
バ
キ
、

バ
ラ
バ
ラ
に
散
る
の
が
サ
ザ
ン
カ
が

通
説
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
花
冠
の

内
側
の
下
部
と
オ
ズ
イ
筒
の
下
部
と

が
合
生
し
、
花
糸
は
下
部
が
花
弁
と

合
生
し
て
い
る
た
め
と
合
理
的
に
説

明
さ
れ
、
花
を
解
剖
す
る
こ
と
に
よ

り
納
得
で
き
ま
す
。
ツ
バ
キ
の
花
は

全
部
が
一
緒
に
落
ち
ま
す
が
合
弁
花

で
は
な
く
離
弁
花
で
す
。
ツ
バ
キ
の

名
前
は
、
ツ
バ
キ
の
葉
か
ら
厚
葉
木

（
厚
い
）
、
艶
葉
木
（
光
る
）
か
ら

付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

樹
木
の
中
に
は
、
日
光
が
当
た
ら

な
い
と
育
た
な
い
樹
木
（
陽
樹
）
と

日
が
当
た
ら
な
く
て
も
育
つ
樹
木

(

陰
樹)

が
あ
り
ま
す
。
ツ
バ
キ
は
一

般
的
に
暖
か
い
と
こ
ろ
に
分
布
し
ま

す
が
、
日
陰
で
も
育
つ
性
質
が
あ
り

陰
樹
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

ツ
バ
キ
は
本
州
か
ら
九
州
の
海
岸

近
く
に
生
え
、
監
物
台
樹
木
園
の
野

生
の
ツ
バ
キ
は
、
入
り
口
か
ら
す
ぐ

の
東
の
奥
に
あ
り
ま
す
。

全
国
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

な
ど
の
被
害
は
昨
年
度
、
８
万
８
０

０
０
㌶
、
１
８
６
億
８
２
０
０
万
円

に
上
っ
た
。
特
に
３
大
害
獣
の
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
の
被
害
が
甚
大
で

あ
る
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
森
林
生

態
系
の
脅
威
と
も
な
っ
て
い
る
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
被
害
対
策
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
▼
先
月
末
、
熊
本
市

で
「
第
２
回
シ
カ
捕
獲
業
務
検
討
会
」

が
開
か
れ
た
。
各
署
等
か
ら
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
、
固
体
数
調
整
の
た

め
の
捕
獲
技
術
の
向
上
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
今
月
末
に
は
大

分
県
佐
伯
市
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
、
増
え
す
ぎ
た
シ
カ
の
影
響
に

つ
い
て
情
報
交
換
が
行
わ
れ
る
予
定

だ
。
今
や
シ
カ
対
策
は
、
待
っ
た
な

し
の
問
題
だ
▼
こ
の
冬
、
北
日
本
や

日
本
海
側
を
中
心
に
３
㍍
を
超
え
る

積
雪
。
青
森
市
の
酸
ヶ
湯
で
は
、
平

成
18
年
豪
雪
の
４
㍍
53
㌢
に
迫
る
。

雪
崩
や
雪
下
ろ
し
の
事
故
が
例
年
に

も
増
し
て
多
発
し
私
た
ち
の
生
活
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
▼
こ
の
厳
し

い
自
然
環
境
の
中
、
彼
ら
は
ど
の
よ

う
に
生
き
の
び
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？

▼
人
の
手
を
加
え
ず
、
自
然
環
境
の

中
で
固
体
数
が
保
た
れ
多
様
な
動
植

物
の
生
活
の
場
が
維
持
さ
れ
る
環
境

が
何
よ
り
な
の
だ
が
？
（
晴
）

種飛ばしに挑戦する児童ら＝佐賀

不法投棄ゴミを回収する参加者＝大隅


